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       表：自由人男性の法的区分 
  土地所有 定住 十分な動産 集会参加 裁判参加 
① 土地所有者 ○ ○ ○ ○ ○ 
② 借地農（上） × ○ ○ ○ ○ 
③ 借地農（下） × ○ × ○ △ 
④ 日雇労働者 × × × × × 
⑤ 小屋住 × × × × × 
△= 裁判において陪審・判事を務める資格なし。 
(Jesse L. Byock, ‘bóndi’, Philip Plusiano (ed.), Medieval Scandinavia: An Encyclopedia,  




















な負担は、十分の一税tíundと集会参加費þingfararkaupの 2 種である。アイスランドは 1000
年頃にキリスト教に改宗し、1056 年から 1116 年にかけて二つの司教座が設置された（西・
南・東区：スカールホルト／北区：ホーラル）7。十分の一税は 1097 年に導入され、60 エ
ル 8 以上の財産を持つ 16 歳以上の男女すべてに課された。税収は司教分／司祭分／教会
堂分／貧者分に四等分され、教会堂分は教会の立つ農場を管理する者（＝教会管理者）が
受け取る。ただし、教会管理者は多くの場合世俗有力者であり、司祭もその世帯内や親族







































































































































































































































































































































































































































































ボウリョーザの分析によれば、1263 年から 1302 年の間になされたと考えられる臣従契
約（「古契約」）にも、第一項として「法書が定めている通り、王に税skattrと集会参加費を
支払う」という文言がみられるが、「20 エル」という額が明記されているのは、伝存する














るが、半マルク（4 エイリル）～2 マルク（16 エイリル）と定められている 70。これを 1
エイリル＝6 エルとして換算すると、24 エル～96 エルとなる 71
しかし、本章（1）で取り上げたヤールとの貢税額の交渉において、北区の農民たちが挙






時代の集会参加費（＝旅費）と同等とするならば、シングマン 9 人につき 1 人という原則





















































                                                   
1 代表的なものとして、Patricia P. Boulhosa (2005), Icelanders and the Kings of Norway: 
Medieval Sagas and Legal Texts (The Northern World 17), Leiden. なお、21 世紀までの中世アイ
スランド史学の動向については、小澤実・松本涼・成川岳大・中丸禎子 (2007)「〈特集〉
中世アイスランド史学の新展開」『北欧史研究』24, 151-212 頁を参照のこと。（以下、既出




に関する一考察」『史林』91-4, 82-84 頁。 
3 拙稿 (2008), 72-105 頁。 
4 1100 年頃の調査では、4,560 の集会参加費負担農民が数えられている（『アイスランド人
の書』10 章）。マグヌース・ステファーンソンは、中世期には、アイスランドの人口が 40,000
を超えることはなかったと見積もっている。Magnús Stefánsson, ‘Iceland’, Philip Plusiano 
(ed.), Medieval Scandinavia: An Encyclopedia, New York & London, 1993, p.312. 
5 集会、ならびにゴジ―シングマン制度の成立については、熊野聰 (1986)『北欧初期社会
の研究』未来社, 175-188 頁に詳しい。 
6 「自由国」時代の法は口承で伝えられ、1117/18 年の冬に初めて書きとめられた。ともに
13 世紀後半作成の 2 写本といくつかの断片によって現在に伝えられており、「グラーガー
ス」と総称される。 
7 960 年代と伝えられる制度改革以降、アイスランドは東西南北 4 つの行政区に区分され
ており、それぞれは四分区 fjórðungr と呼ばれる。 
8 単位 1 エル alin, öln (pl. alnar, álnir)＝約 49cm。自家製の羊毛粗紡布ヴァズマール vaðmál
が交換貨幣として用いられたことから、長さで価値を表現する。 
9 Jesse L. Byock (1988), Medieval Iceland: Society, Sagas and Power, Berkeley, pp. 91-93 (『サガ
の社会史―中世アイスランドの自由国家』東海大学出版会, 1991 年)；阪西紀子 (1993)「中
世アイスランドの私有教会制度」『比較法史研究 2』未来社, 233-276 頁。教会財産の管理権
をめぐっては 12 世紀末から司教と世俗有力者の間でしばしば対立が起こるが、13 世紀後
半の司教アールニによる教会改革が一定の効果を挙げるまでは、その管理権は大幅に世俗
有力者側に残された。 
10 全島集会へは、各ゴジに追従するシングマンのうち 9 人に 1 人が、地域の春季集会にお
いてクジで選ばれ参加した。ただし、係争に関与している者には参加義務がある。 
11 バイヨックによるゴジの収入源に関する研究史整理（Byock (1988), pp.84-87）によれば、
19 世紀半ばにコンラート・マウラーがゴジの地位は財政的利益をもたらさず、むしろ財産
を消耗させることすらあったという見解を出して以降（Konrad Maurer (1852), Die 
Entstehung des Isländischen Staats und seiner Verfassung, München）、一世紀以上重大な反論は
出されていない。バイヨック自身も、集会参加費によるゴジの利潤に関しては否定する。 
12 詳しくは、Björn Þorsteinsson (1982), ‘Tollr’, John Danstrup et al. (eds.), Kulturhistorisk 
Leksikon for Nordisk Middelalder fra vikingetid til reformationstid 18, Viborg (2nd ed.), 
cols.452-454. なお、アイスランドに貨幣経済は浸透しておらず、各種の「税」は殆どの場
合、バター、チーズ、家畜等の現物で支払われた。Byock (1988), p.80. 
13 神殿税については、熊野 (1986), 171-172 頁ならびに 178 頁に詳しい。 
14 Björn Þorsteinsson (1982), col.453; 熊野 (1986), 172 頁。 
15 Byock (1988), p.83. 
16 Jón Viðar Sigurðsson (1999), Chieftains and Power in the Icelandic Commonwelth, Odense, 
pp.102-103. 
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17 「大首領 stórhöfðingi（大ゴジ stórgoði）」「大農民 stórbóndi」は研究上の用語であり、史
料原語ではない。農民の階層化については、Gunnar Karlsson (1972), ‘Goðar og bændur’, Saga 
10, pp.5-57 (要約：‘Goðar and Höfðingjar in Medieval Iceland’, Saga-Book of the Viking Society for 
Northern Research 19 (1977), pp.358-370); Jesse L. Byock (1986), ‘The Age of the Sturlungs’, in 
Elisabeth Vestergaard (ed.), Continuity and Change:Political Institutions and Literary Monuments 
in the Middle Ages, Odense, pp.27-42. 
18 大首領の支配領域形成に関しては、Jón Viðar (1999), pp.62-70. 
19 Byock (1986), pp.34-35. 
20 Einar Ól. Sveinsson (1940), Sturlungaöld: drög um Íslenzka menningu á þrettándu öld, 
Reykjavík, p.11. (The Age of the Sturlungs: Icelandic Civilization in the thirteenth Century, Ithaca, 
1953) 
21 ストゥルルング時代の農民像に関する、グンナル・カールソンとヘルギ・ソルラークソ
ンの論争（年代順）：Gunnar Karlsson (1972); Helgi Þorláksson (1979), ‘Stórbændur gegen goðum: 
Hugleiðingar um goðavald, konungsvald og sjálfræðishug bænda um miðbik 13. aldar’, in 
Bergsteinn jónsson et al. (eds.), Söguslóðir: afmælisrit helgað Ólafi Hanssyni sjötugum 18. 
september 1979, Reykjavík, pp.227-250; Gunnar Karlsson (1980), ‘Völd og auður á 13. öld’, Saga 
18, pp.5-30; Helgi Þorláksson (1982), ‘Stéttir, auður og völd á 12. og 13.öld’, Saga 20, pp.63-113. 
22 Byock (1988), pp.78, 86-87. 
23 Jón Viðar (1993), p.103. 彼の試算によれば、支配領域内すべての農民からの羊税徴収に成功
したと伝えられる北部アースビョルン一族の場合、総額はおよそ羊 600 頭となり、100 頭の
雌牛に相当する。これは、「グラーガース」の規定する自由人 1 人の賠償金（銀 100 エイリ
ル≒雌牛 5 頭）のおよそ 20 倍に当たる。 
24 Orri Vésteinsson (2007), ‘A Divided Society: Peasants and the Aristocracy in Medieval Iceland’, 
Viking and Medieval Scandinavia 3, p.137. 
25 『ストゥルルンガ・サガ』は大首領の抗争に関連するいくつかの独立したサガの編纂物
である。編纂は 14 世紀初頭だが、個別のサガは抗争の最中、もしくは 13 世紀後半のうち
に、大首領家系に近い有力者によって作成されたとみられている。Úlfar Bragason (2005), 
‘Sagas of Contemporary History (Sturlunga saga): Texts and Research’, in Rory McTurk (ed.), A 
Companion to Old Norse-Icelandic Literature and Culture, Oxford, pp.427-446 参照。なお、同サ
ガの史料性の問題については拙稿 (2008), 87 頁でも触れた。本稿では、刊本として Jón 
Jóhannesson, Magnús Finnbogason & Kristján Eldjárn (eds.), Sturlunga saga I-Ⅱ, Reykjavík, 1946
（以下 Sturl.）を使用する。 
26 なお、羊税事例の抽出にあたっては、Byock (1988), p.78, note 2、Jón Viðar (1999), p.103、
ならびに Gunnar Karlsson (2004), Goðamenning: staða og áhrif goðorðsmanna í þjóðveldi 
Íslendinga, Reykjavík, pp.317-318 を参照したほか、『ストゥルルンガ・サガ』刊本の事項索
引を利用した。検索語句は、sauðakvöð, sauðatollr である。 
27 Sturl.I, p.342. 
28 阪西紀子 (1996)「共同体による貧者の扶養？―中世アイスランドの 2 種類の「乞食」―」
『一橋論叢』116-2, 48-51 頁。 
29 Byock (1988), p.78, note 2. 
30 コルベイン・ウンギ・アルノールソンの死の引き金となったストゥルラ一族との抗争に
ついては、拙稿 (2008), 90-91 頁も参照。 
31 Sturl.II, pp.68-69. 
32 Sturl.II, p.69: [Eftir þat var fundr áttr at Hestaþingshamri. Kom þar fjölmennnt um heraðit ok svá 
vestan um heiði. Var þá Brandr þar kosinn yfir allar sveitir þær, er áðr váru til nefndar. Hafði hann þá 
tekjur allar af sveitunum, þær er Kolbeinn hafði áðr haft, ok sauðatoll. Hafði hann bú mikit at Stað 
ok fjölmennt.]  
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33 Sturl. II, pp.120-122. 
34 Sturl.II, p.122.                                   
35 Sturl.II, p.123: [Váru þá menn sendir í sauðakvöð um herað allt. Fekkst þat at kalla. Þorgils sendi 
Berg ofan til Brekku at fala slátrfé at þeim bræðrum, Óláfi ok Þórhalli. Fekkst þar ekki af. Gazt 
Bergi þó lítt at svörum þeira.] 
36 Gunnar Karlsson (1975), ‘Frá þjóðveldi til konungsríkis’, in Saga ÍslandsII, Sigurður Líndal (ed.), 
Reykjavík, p.42. 
37 Sturl.II, pp.123-125. 
38 グンナル・カールソンも、ストゥルルング時代の強制的な「掠奪」rán と自発的な農民
の寄与との差は不明瞭であると指摘している。Gunnar Karlsson (2004), p.318. 
39 Gunnar Karlsson (1975), pp.41-42. 
40 Sturl.II, pp.188-190. なお、ソールズ・カカリ自身は二度とアイスランドに戻ることはな
く、1256 年にノルウェーで死去。 
41 Sturl.II, p.193.  
42 Sturl.II, p.196:「そのとき羊税は、北のフルータフィヨルド地域全体から集められた。」[Var 
þá höfð uppi sauðakvöð um herað allt norðan til Hrútafjarðar.] 
43 Sturl.II, p.207: [Þótti þeim nú Kolbeinn aftr kommin ok endrborinn, ok þá langaði æ eftir.] 
44 cf. Jenny M. Jochens (1980), 'The Church and Sexuality in Medieval Iceland', Jounal of Medieval 
History 6, pp.377-392. 
45 Sturl.II, p.196: [hann var kominn með tvær hendr tómar.] 
46 Jón Viðar (1999), p.103. 
47 Sturl.II, p.200: [Skeggi hét maðr. Hann var messudjákn at vígslu. Hann var ráðamaðr at Hólum. 
Hann átti bú at Kálfsstöðum, vellauðigr at fé ok hafði gnótt í búi. En er sauða var kvatt, vildi hann 
engan sauð gefa ok ekki tillæti Þorgilsi gera.] 
48 Sturl.II, p.200. 
49 「ヤール（侯）jarl」は、13 世紀ノルウェー従士団内においては、王族に限られる「公
hertúg」に次ぐ高位の称号。ギツルはヤール就任に伴い、アイスランド全島の 3 分の 2（南
区・北区・ボルガルフィヨルド）の支配権を授与されている。 
50 Sturl.I, p.525: [Var þá fjölmennt várþing. Efldu þá bændr í Skagafirði bú jarls. Gaf honum hverr 
maðr á, sá er þingfararkaupi átti at gegna.]  
51 グンナル・カールソンは、農場焼き討ちの直後（1253 年秋）にも、新たな農場に移った
ギツルに対し、スカガフィヨルドの農民たちが同様の寄与をおこなったことを指摘してい
る。Gunnar Karlsson (2004), p.318. ただし、ここでは「羊」の供出とは述べられていない。
cf.「アイスランド人のサガ」175 章 (Sturl.II, p.496)：「その地域の農民たちは、そのとき彼
〔ギツル〕の農場に関する出費を援助した。」[Bændr um heraðit efldu þá kost hans um búit.]  
52 なお、個人としてではなく、集団としての農民にとって、ゴジを持つメリットの最たる
ものは、地域の平和維持であったと前稿で指摘した。拙稿 (2008), 88-90 頁。 
53 ノルウェーの描写が大半ではあるが、その合間にアイスランドの情勢についても言及さ
れる。執筆時期は正確には不明だが、少なくとも 1263 年から 1284 年（ストゥルラの死）
までの間に書かれたと考えられる。14 世紀中の断片に加え、14 世紀末の写本によって伝来
している。 
54 Gudbrand Vigfusson (ed.), Hakonar saga, and a fragment of Magnus saga, with appendices, 
London, 1887 (rpt.1964)（以下 HkS）, ch.59, p.52. 
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55 HkS, ch.180, p.158. 
56 HkS, ch.257, p.252: [slíkar skatt-gjafir sem þeim semðisk.] 
57 HkS, ch.283, p.280: [ok stefndu saman öllum bóndum í Skagafirði, ok fluttu konungs-mál með 
Ívari. Kom á svá, at allir Skagafirðingar [ok Eyfirðingar] ok mestr þori bónda í 
Norðæendinna-fjórðingi, játuðu at gjalda konungi skatt, þvílíkan sem þeir urðuá sáttir við Ívar. ]  
58 以上の状況については、HkS, ch.300, p.309. 
59 HkS, ch.300, p.309: [Sunnlendingar mundu eigi svá djarfliga hafa neitat skattinum, ef þeir vissi at 
þat væri í mót vilja jarlsins.] 
60 HkS, ch.311, p.322: [at bændr hétu jarli stór-fé, at leysa þat gjald er á var kallat. Hétu sumir bændr 
tveim hundruðm ; sumir hundraði ; sumir tólf aurum, eða tíu aurum ; sumir muni minna. Ok er 
Hallvarðr spurði þetta, sagði hann, at konungrinn vildi eigi at bændr væri píndir til svá mykilla 
fé-gjalda. Sagði hann, at konungrinn vildi hafa hlýðni af bóndum, ok slíkan skatt af landi sem þeim 
yrði öngvir afar-kostir í at gjalda; ok hét þó þar í mót hlynnendum ok réttarbótum.] 
61 HkS, ch.311, p.323: [flestir inir beztu menn ór Norðlendinga-fjórðungi, ok af Sunnlendingum 
fyrir útan Þjórsá] 
62 HkS, ch.311, p.323: [útan Sunnlendingar fyrir austan Þjórsá, ok Austfirðingar] 
63 Gunnar Karlsson (1975), p.44.  
64 『ホーコン王のサガ』には、監修者であるマグヌス改法王の統治理念の影響が強いと考
えられる。拙稿 (2008), 93 頁参照。 
65 Diplomatarium Islandicum: Íslenzkt fornbréfasafn (以下 DI), vol.1 (Copenhagen, 1857-76), pt.3, 
p.620: [Þat var sam mæli bænda fyrir nordan land og sunan. 1. at þeir jatudu æfinlegan skatt herra 
N.konungi land og þegna med suordum Eidi .xx. alnir huer saa madr. sem þingfarar kaupi aa at 
gegna.] 
66 Boulhosa (2005), p.117 および p.111, Table 2 参照。 
67 Byock (1986), p.39.  
68 Már Jónsson (ed.), Jónsbók: Lögbók Íslendinga hver samþykkt var á alþingi árið 1281 og 
endurnýjuð um miðja 14.öld en fyrst prentuð árið 1578, Reykjavík, 2004 (以下 Jónsbók), pp.97-98. 
cf. Björn Þorsteinsson & Sigurður Líndal (1978), ‘Lögfesting Konungsvalds’, in Sigurður Líndal 
(ed.), Saga Íslands III, Reykjavík, p.93. 
69 Jónsbók, p.82. cf. Björn Þorsteinsson & Sigurður Líndal (1978), p.61.  
70 Jónsbók, pp.81-82. 
71 1 マルク mörk＝8 エイリル lögeyrir＝48 エル。換算率については、Gunnar Karlsson (2007), 
Ingangur að Miðöldum: Handbók í íslenskri miðaldasögu I, Reykjavík, pp.292-296 を参照した。 
72 Árna saga Biskups, ch.38, Gudrún Ása Grímsdóttir (ed.), Biskupa sögur III (Íslenzk fornrit 17), 
Reykjavík, 1998, p.55. 
【本稿は平成 20 年度日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費）による研究成
果の一部である。】 
